
月曜　1・2限

木曜　3・4限

日程 授業形態 小テスト・定期試験

1 １回目 講義 小テスト２点

2 ２回目 講義 小テスト２点

3 ３回目 講義 小テスト２点

4 ４回目 講義 小テスト２点

5 ５回目 講義 小テスト２点

6 ６回目 講義 小テスト２点

7 ７回目 講義 中間試験２０点

8 ８回目 講義 小テスト２点

9 ９回目 講義 小テスト２点

10 １０回目 講義 小テスト２点

11 １１回目 講義 小テスト２点

12 １２回目 講義 小テスト２点

13 １３回目 講義 小テスト２点

14 １４回目 講義 期末試験５０点

15 １５回目 講義 小テスト６点

美容技術理論①（教科書）、配布資料

6章：ヘアセッティング　　ローラーカーリング、ブロードライ、ウィッグとヘアイース

7章：ヘアカラーリング　ヘアカラーの種類、タイプ別特徴、染毛のメカニズム

7章：ヘアカラーリング　色の基本、毛髪のレベルとアンダートーン、注意事項

期末試験

期末試験フィードバック・成績評価

準備学習
時間外学習

準　　　　　備：
時間外学習：授業のノート整理、項目の復習、過去問題の練習

評価方法

●習熟度　 　：　１００点（到達目標に対する成長具合や習熟度）
◇出　　　席　：　ＴＳ・実践・ＴＢ・ＨＭ・ＢＲ・国Ｂは７０％以上、美容師は出席率８０％以上（下回る場合は単位認定は無し、Ｅ評価となる）
◇合　　　否　：　６０点以上で合格（Ａ：１００～９０　Ｂ：８９～８０　Ｃ：７９～７０　Ｄ：６９～６０）　否（Ｅ：評価資格喪失、Ｆ：５９～０）　、
　　　　　　　　　　実習や習熟度が測れないものについてはＳ・Ｕ評価

受講生への
メッセージ

美容師国家試験において、問題数も多い科目となりますので、苦手意識を持たず積極的に取り組んでください。

　【使用教科書・教材・参考書】　 

6章：ヘアセッティング　　ピニングの種類、ウェービングの理論

　【教員実務経験】

授業計画・内容

授業オリエンテーション、序章：各部の名称や作業姿勢

1章：美容用具　　美容の用具、各部の名称や働き、手入れ法

2章：シャンプーイング　　シャンプー剤やリンス剤などの使用目的の違い、シャンプー手順　　

2章：シャンプーイング　　スキャルプトリートメントの目的、種類、　3章：ヘアデザイン

美容師経験があり、美容師国家試験合格に向け美容技術の理論・基礎知識を習得する授業を行う。また問題などにも多く触れ、前期の段階で国家試験（美容技術
理論）の傾向を知り、自分の不得意分野を明確にする。

4章：ヘアカッティング　　基礎理論、ベーシックスタイル、カット技法

5章：パーマネントウェーブ　歴史や理論、パーマ剤の分類および注意事項

中間試験

5章：パーマネントウェーブ　パーマネントウェーブ技術、ワインディングバリエーション

6章：ヘアセッティング　　基本的な要素、カールの分類、ベースの種類

美容技術について理論的に学ぶ。
国家試験出題傾向の重要ポイントを中心に整理し記憶する

学科・コース 美容師科
授業
形態

講義
単位
時間

2
60

曜日・時限

教員 三村　宗緒、佐藤　成夫、有田　まどか、大瀬　伸通

　【到達目標】
美容技術理論の教科書１の分野における知識を習得し、国家試験合格へ向け7割以上の正解率を獲得できるようになる。

　【授業の学習内容】　

2020年度　科目別　授業計画（シラバス）

科目名 美容技術理論Ⅰ
必修
選択

必修 年次 1 開講区分 前期


